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事務局案内
住　　所　〒１８７－００４１
　　　　　東京都小平市美園町１－６－１－３０７
　　　　　NPO法人
　　　　　日本リハビリテーション看護学会事務局
交　　通　新宿駅から西武新宿線にて小平駅下車徒歩２分
電話番号　042（346）7226　ＦＡＸ　042（313）2050
E-mail　jrna@nifty.com　http://www.jrna.or.jp/

ＮＰＯ法人　日本リハビリテーション看護学会

　はじめに、このたびの九州北部豪雨において被害に
あわれた方々とその関係者の皆さまへのお見舞いと、
お亡くなりになられた方々のご冥福をこころよりお祈
りいたします。
　この夏も各地で急な天候の変化がもたらす自然の力
への恐れを覚えつつ、熱中症やヒアリ（特定外来生物）
への対応、夏のレジャーでの事故など、日常の生活の
中で健康や安全を脅かす機会は変化すれども絶えない
と感じています。周囲の環境が変化していく中で、私
たちが自ら健康を守る知識と術をもつことの大切さを
痛感します。
　さて本学会では、平成29年度の会員手続きの際に会
員の動向を把握する目的で「会員登録票」を新たに設
けました。本学会は職種にとらわれない会員構成であ
り、また所属も医療機関や大学、在宅系の施設など多
岐にわたります。会員の皆さまには、ご記入のお手数

第46号

ご あ い さ つ
副理事長　板倉　喜子 ( 白山リハビリテーション病院 )　

をおかけいたしますが、少しでも会員のお役に立てる
学会運営につなげていきたいと考えています。何卒ご
理解とご協力をお願いいたします。
　また、今年の11月10日、11日には第29回学術大会が
東京の日経ホールで開催されます。学術大会長の東京
都リハビリテーション病院の竹下礼子看護部長を中心
に、テーマを「その人らしく生きるを支える」と題し
て準備を進めていただいています。「その人らしさ」「自
分らしさ」など、主体性を持つ「ひと」が「自己選択・
自己決定」することへの支援は、ひとそれぞれの価値
観や人生観を尊重する支援であり、いのちと向き合う
ことでもあります。そして生きる場としての地域や支
える人々への支援も欠かすことができません。
　まだまだ暑い最中ではありますが、秋深まる11月に
向けて「その人らしく生きるを支える」を皆さまとと
もに考え、学び、リハビリテーション看護の実践を高
める機会を実らせていきたいと願います。

ひまわり

夏の海
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学 術 大 会 プ ロ グ ラ ム
11月10日（金）
【基 調 講 演】看護イノベーション；患者さんのやる気を引き出す看護リーダー湿布
　　　　　　　　演　者：松村　啓史（テルモ株式会社　取締役顧問）
【特 別 講 演 Ⅰ】リハビリテーション看護における家族支援
　　　　　　　　演　者：児玉久仁子

（東京慈恵会医科大学附属病院　家族支援専門看護師）
【教 育 講 演 Ⅰ】在宅ケア移行支援
　　　　　　　　演　者：宇都宮宏子（宇都宮宏子オフィス　代表）
第29回日本リハビリテーション看護学会通常総会
懇親会（アンジェロコート東京）

11月11日（土）
【市民公開講座】排泄の悩みを解決しましょう
　　　　　　　　演　者：鈴木　康之

（東京都リハビリテーション病院　副院長）
【教 育 講 演 Ⅱ】回復期リハビリテーション病棟に
　　　　　　　　　　　　　　　　おける根拠に基づいた実践
　　　　　　　　演　者：酒井　郁子（千葉大学大学院看護学研究科　教授）
【シンポジウム】その人らしく生きるを支える
　　　　　　　　　　　　―それぞれの職種の視点から― 
　　　　　　　　演　者：椎名美恵子（訪問看護ステーションみけ所長）
　　　　　　　　　　　　河浦　恭子（富山県リハビリテーション病院・こども支援センター脳卒中リハビリテーション看護認定看護師）
　　　　　　　　　　　　齋藤　正洋（東京都リハビリテーション病院　作業療法士・主査）
　　　　　　　　　　　　田口　　崇（東京湾岸リハビリテーション病院　理学療法士・主任）
【特 別 講 演 Ⅱ】脳科学とリハビリテーション；研究することの面白さと大切さ
　　　　　　　　演　者：牛場　潤一（慶應義塾大学理工学部　准教授）
【特別セミナー】ポールdeウォークで地域の健康を開く
　　　　　　　　演　者：木谷　道宣（一般社団法人木谷ウォーキング研究所　代表理事）
その他、一般演題・ポスター展示・企業展示等あり

第 29 回　日本リハビリテーション看護学会

　このたび、「NPO 法人日本リハビリテーション看護学会第29回学術大会」を、2017年11月10日（金）11
日（土）の2日間にかけて、東京都千代田区大手町にある日経ホールにて開催いたします。日経ホールは
東京駅、皇居の近くに位置し、交通アクセスも大変便利で環境も良好なところです。本学会における東
京での学術大会開催は、2007年の第19回大会以来となります。
　第29回学術大会のテーマは、「その人らしく生きるを支える」といたしました。高齢化が急速に進むわ
が国では、病院完結型から、病気と共存しながら「住み慣れた地域で最期まで安心して生活できる」地

域完結型へシフトする、地域包括ケアシステムの構築が急務となっています。リハビリテーション医療は、診療報酬で
医療の質とともに在宅復帰率が問われ、住み慣れた地域で患者さんが最期まで「その人らしく生きられる」よう支援す
る役割があります。昨今、期待が高まるリハビリテーション看護では、その専門性を追求し、患者さんを支える看護を
探求できるよう、本学術大会では，基調講演、教育講演、シンポジウムなどを企画いたしました。また，特別セミナー
として、介護予防の取り組みとして現在注目されているポールウォーキングの実演も行います。「その人らしく生きると
は」「生きるを支える看護とは」について、活発な意見が交わされ、考える機会にしていただければ幸いです。
　皆様のお越しを担当者一同、心よりお待ちしております。

学術大会長あいさつ

学 術 大 会 ・ 通 常 総 会 開 催 予 告

東京都リハビリテーション病院看護部長　竹下　礼子
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平成27年度ＮＰＯ法人日本リハビリテーション看護学会収支決算報告
（平成27年10月1日～平成28年９月30日）

一般会計
1．収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円

勘定科目 H27年度
予算（a）

H27年度
決算（b）

差　異
（b）－（a） 備　　　　　考大　科　目 中　科　目 小　科　目

会 費 総 収 入 11,350,000 10,433,000 ▲ 917,000

会 費 収 入 会 費
入 会 費 550,000 425,000 ▲ 125,000 1,000円×425人

会 員 年 会 費 10,800,000 10,008,000 ▲ 792,000 4,000円×2077人
4,000円×425人                   

事 業 総 収 入 2,590,000 820,298 

事 業 収 入 研 修 会 参 加 費 研 修 会 参 加 費 1,200,000 796,000 ▲ 404,000
53回（円）249,000円 
54回（円）235,000円 
55回（円）312,000円

書 籍 販 売 費
雑 収 入

集 録 販 売 費 60,000 24,298 ▲ 35,702 学術大会誌1冊　学会誌10冊
雑 収 入 そ の 他 10,000 102,645 92,645 預金利子

繰 入 金 収 入 繰 入 金 収 入 特 別 会 計
繰 入 金 収 入 1,320,000 63,900 ▲ 1,256,100

預金取り崩し振替 6,000,000 3,000,000 ▲ 3,000,000
当期収入合計　（A） 19,940,000 14,419,843 ▲ 5,520,157

前期繰越収支差額
大 会 用 1,000,000 1,000,000
前 期 繰 越 4,268,792 4,268,792 0

収入合計　（B） 19,940,000 19,688,635 ▲ 251,365

２．支出の部
　　　　　　　　　　

単位：円
勘定科目 H27年度

予算（a）
H27年度
決算（b）

差　異 
（b）－（a） 備　　　　　考大　科　目 中　科　目 小　科　目

総 事 業 費 6,800,000 3,922,916 ▲ 2,877,084

事 　 業 　 費

総　 会　 費 総　 会　 費 350,000 261,000 ▲ 89,000
学 会 誌 検 討 推 進 費 学 会 誌 編 集 費 1,500,000 1,348,463 ▲ 151,537

教 育 費 研 修 会 費 1,250,000 542,627 ▲ 707,373
53回：211,964円
54回：198,811円
55回：131,852円

広 報 活 動 費
ニュースレター発行費 550,000 434,160 ▲ 115,840
普 及 開 発 費 1,550,000 1,336,666 ▲ 213,334 HP 更新864,000円

特 別 費 調 査 費 1,600,000 0 ▲ 1,600,000

次年度学術大会準備金 次年度学術大会準備金 1,000,000 2,252,000 1,252,000
第29回学術大会会場費 
1,252,000円  
第28回学術大会費 
1,000,000円

総 管 理 費 12,140,000 11,457,551 ▲ 682,449

管 理 費 内 訳

会　 議　 費 役 員 理 事 会 議 費 2,000,000 1,922,008 ▲ 77,992 理事長活動費256,440円 
理事会費1,665,568円

事 務 局 管 理 費

通　 信　 費 600,000 473,137 ▲ 126,863

事 務 用 品 費 450,000 475,786 25,786
事務雑貨48,827円
ダイヤテックス374,039円
角封筒52,920円

事 務 機 器 費 350,000 399,600 49,600 コピー機399600

事 務 局 運 営 費 1,230,000 1,150,811 ▲ 79,189
家賃1,056,000円
光熱費81,911円
保険（火災・地震）12,900円

事 務 局 什 器
備 品・ 修 繕 費 150,000 90,180 ▲ 59,820 ノート PC 更新

HP 維 持 管 理 費 250,000 273,564 23,564

事 務 人 件 費 5,200,000 5,062,096 ▲ 137,904 事務長4,915,676円
パート  146,420円

法 定 福 利 費 800,000 784,899 ▲ 15,101

雑 費 50,000 36,396 ▲ 13,604 振込手数料29,160円
窓口手数料 7,236円

監 査 等 事 務 委 託 費 用 監 査 等 事 務 委 託 費 用 850,000 752,056 ▲ 97,944
租 税 公 課 租 税 公 課 10,000 0 ▲ 10,000
交 際 費 慶 弔 費 100,000 37,018 ▲ 62,982

予　備　費 予　備　費 100,000 26,897 ▲ 73,103
定期預金へ繰入れ 23,808 23,808

次期大会準備金取崩 2,252,000 2,252,000
当期支出合計 （C） 19,940,000 17,683,172 ▲ 2,256,828

当期収支差額　（A）－（C） ▲ 19,940,000 ▲ 3,263,329 ▲ 16,676,671
次期繰越額　（B）－（C） 4,268,792 2,005,463 2,263,329

収支報告について　荒木理事長
　「総会でご報告いたしました決算報告と数字が異なっておりますが、処理上の単純なミスであり、公認会計士より特段の問
題はないとコメントを頂いております。今年度より、公認会計士の指導のもと、二度とこのようなミスが起こらないよう出
納チェックや 4 半期ごとの会計理事による確認作業を強化しております。」

お詫び：収支決算報告書は、第 45号ニュースレターでの報告予定でしたが、本号での報告となりました。報告が遅れたことをお詫びします。
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　皆様いかがお過ごしでしょうか？

巷では、史上最年少の藤井四段が話題となっています、将棋の事を考えドブに落ちてしまうほどの“集中力”などを

聞くと、桁外れた集中力は、自分自身にもほしいものです。自分がしたいことに向かう姿は魅了されるものがあります。

私達も「その人らしく生活を支える」看護を発揮できるように、頑張っていきたいですね。

　東京での日本リハビリテーション看護学術大会で会員の皆様とお会いできる事を楽しみにしております。

兵庫県立リハビリテーション中央病院　　高濱　正子

施 設
紹 介

社会医療法人三車（みくるま）会
　　　　　貴志川リハビリテーション病院
　　　　　　　　　　　　　　理事　看護部統括　大久保まさ子

　貴志川リハビリテーション病院は、有吉佐和子著「紀の川」の舞台であり、世界初全身麻酔を用いた手術を成功

させた、華岡青洲生誕地である和歌山県紀の川市に在ります。春には、桃源郷に桃の花が咲き、初夏には美味しい「あ

ら川の桃」が有名です。

　当院は、2014年に24時間の救急対応と包括的な在宅支援を使命に社会医療法人を取得しました。病床数168床、整

形外科とリハ科を主とした、一般・地域包括ケア病棟・回復期リハビリテーション病棟・在宅強化型療養病棟を有

しています。特にリハビリテーションに特化し、「攻めのリハ」を掲げ生活者としての自立に向けて邁進しています。

職員は、常勤医師9名（内リハ専門医3名）　看護師・ケアアシスタント・歯科衛生士110名　PT・ OT・ ST84名その

他専門職種を含め約300名です。

　看護部は、医療から療養環境へ繋ぐために退院支援 PFM 室と協働しています。看護は「出会った時から始まる」

を合言葉に、外来から患者サポートセンターと連携し、患者相談や予防事業・介護保険等の活用。急性期では、術後

の早期離床、さらに装具装着し免荷起立しながら重力を加えます。しかし、手術対象者は高齢者が多く、術後せん妄

や認知症の増悪が問題となっています。昨年より、全病棟共通の「認知症サロン」を開設しました。環境変化による

症状悪化を、少しずつ生活の場に戻るという意識に変化させてきました。今では、各セラピストの協力のもと定着し

つつあります。また、回復期病棟では、入院前に対象者家族との面談を必須として、リハの動機付けに力を入れてい

ます。又、早期から居宅支援者や各専門職種と目標共有し、その人の生活場面での「する ADL」に着目しています。

　私達が常に心がけていることは、悠々と流れる紀の川のように、見守り支えるケアの提供とピンクの桃の花のよう

な微笑みです。


